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は じ め に

子供 の歯 と口腔 の病 気につ いて,私 の専 門であ る歯

科放射線 の立場か ら本 日の話題 を進め たい と思い ます。

まず我 々が 色々な病気 の診断 をす る ときには,患 者

さんか ら話 を聞 き,目 で見た り,触 れ た り,種 々の検

査デー タを総合 して判断す るわけですが,中 で もX線

検査は診断情報 を得 る手段 として重要 な位置 を占めて

お ります。X線 は レン トゲン教授 が1895年 に発見 し,

入間の体 を透 して見 るこ とが で きる とい う事 で医学界

で驚異の発見 として取 り入れ られ,ま だ100年 足らず

の歴 史のなかで非常 な発展 を とげ,"放 射 線な くして医

学 な し"と までいわれ 日常 の臨床に大 き く貢献 してい

る ものです。我 々歯科領域 で もX線 の利用 は欠かせ な

い もの であ り,歯 や 顎骨 の病 気はX線 写真 をとらない

と分か らない ところが 多 く,X線 フイルムか らの情報

が病気の 診断 また治療方針 の計画等に大 きな役割 を果

している訳 です。

そ こで実際のX線 フイルム を供覧 しなが ら話 を進め

て まい ります。

乳歯 と永久歯 につ いて

乳歯 は3才 頃 までに生 え揃 いますが,そ の下 には も

うす でに次 に萌出す る永久歯 が作 られ てい ます。 歯は

非常に長 い時間かか って作 られ るわけ ですが,人 間の

体 の中 で乳歯 と永 久歯の よ うに子供 の とき と大 人の と

きの器官が交替す る ところはな く,よ く云われ る子供

は大 人 を小 さ くした ものでは ない とい う事 を如実 に表

わ してい ると思い ます 。 この よ うに永 久歯の歯胚 は乳

歯 の直下 で形成 されてい る訳ですか ら,乳 歯 に何か 異

常 が起 る とそれ は永久歯に色 々な影響 を及ぼす とい う

事が考 えられ ます。事 実 この ような永久歯の形成障害

は古 くか ら知 られ てお り,乳 歯 のむ し歯 が原 因で永久

歯のエナ メル質の形成 障害 を来 た した歯 はターナー歯

と呼ばれてい ます。永 久歯 がだん だん形成 されて,乳

歯 との交換期 に入 ります と乳 歯の歯根 は 自然に吸収 さ

れて脱落 し,そ こに永 久歯 が萌出 して きます。 しか し

この時期 に乳歯 にむ し歯 とか その他の原 因で生理 的な

根 の吸収 が妨 げ られ,い つ まで も残存 した りす る と,

次 に萌出す る永 久歯 の正 常 な位 置の異常がおこった り,

また永 久歯が 萌出で きな くな ります。 このよ うな状態

を埋伏歯 といいます が,こ の埋伏 歯はそのままの状態

で同 じ部位に とど まってい ないで移動 す るこ とがあ っ

た り,嚢 胞な どの病気 の原因に もな ります。 この よ う

な変化は顎骨の 中での出来事 です ので直接見 ることは

出来ず,X線 の力に頼 らざるを得 ないわけです 。供 覧

す るX線 フイルムは,下 顎 の犬歯の埋伏があって,数

年 後には反対側へ と移動 した症例 です。

次に歯 の数 につ いて,人 の歯 は乳 歯が20本 永 久歯 は

32本 ですが,こ れ よ り少 ない場合 欠如歯 といいます。

まれに全部 の歯が 欠如 して いる完全 無歯症が あ ります。

これ は先天的に歯が形 成 され なか った もので,遺 伝や,

毛髪,汗 腺 などの 異常 と合併 してみ られることが あ り

ます。X線 写真は15才 の女 の子 で,下 顎前歯部 と小臼

歯部 に先 天的に部分的 な歯 の欠如がみ られ たものです。

一般 に人の歯 は退 化傾向 にあ るといわれ てお ります
。

智歯(親 知 らず)な どはだん だんな くな るよい例 といえ

ま しょう。 これ とは逆に歯 の数 が 多い場合があ り過剰

歯 と呼ばれ てお り,一 般 に正 常 な歯 と同 じような形態
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を有す る もの と,異 常に小 さな もの とが あ ります。 よ

く上顎の前歯部 にみ られ,正 中歯 と呼ばれてお ります

が,左 右の 歯が離 開 して いる ときなど,X線 写 真によ

って この よ うな過剰埋伏 歯の存在が確認 され るこ とが

あ ります。X線 写真 は6才 の 男の子の上顎歯に2本 の

か な り形態は小 さな過剰埋 伏歯がみ られた もの です。

む し歯 とそれに起 因 す る疾病

一般 にむ し歯 をX線 で検査 す る場合 には
,歯 肉に被

れ て直接 肉眼 で見 るこ とので きない部位 とか,歯 と歯

との間(隣 接 面 と呼ん でい ます)の む し歯の検出 もあ

りますが,主 体 は歯根 とその周囲の骨 の状態 を知 るた

め です。乳歯歯列 の場 合は勿 論その下 で形成 されつつ

ある永久歯 の情 況が把握 され ます。一般にむ し歯は進

行 します と,感 染が 歯髄に達 し根尖部 を通 して周囲の

歯槽骨に 及ん で きます 。X線 写真では根尖部の ところ

が黒 くな って写 ってい ます。それが更に進 む と骨 を破

壊 して骨髄 炎な どの重篤 な感 染症 へ と発展 します。 よ

く子供 で頬ぺたが腫れて,高 熱が出るこ とが あ ります

が,こ の よ うなむ し歯が 原因 となってい る場合が 多 く,

X線 検査 で原因 とな って いる歯および骨 の状態 をよ く

調べ る ことは治療上 大事 なこ とであ ります。 また時に

顔面皮 膚に膿の出 口(外 歯瘻 とい う)が できることが

あ りますが,こ うい う時は い くら外部か ら皮膚の治療

を して も,そ の 原因 とな って いる歯 を確かめて処 置 し

ない と仲 々治癒 しませ ん。

最近は抗生物質の 発達 に よ り昔ほ どひどい骨髄 炎の

症 例は見 られ な くな りましたが,全 く無 くな った とい

う事 では な く,数 年前 に経験 した3才 の女の子 の下顎

骨 骨髄炎の症例 です。乳歯 のむ し歯が原因で,X線 フ

イルムでみ ます と,下 顎骨 の半分 に骨 の破壊が丁度虫

が齧 った よ うな像 としてみ られ ます 。3年 かか ってや

っ と治癒 したのです が顎関節 を含む下顎骨半分は全 く

正常 な形態 を失 なって変形 して しまい,そ のため顔貌

に も異常がみ られ ます。子供の顎骨骨髄 炎にみ られ る

X線 学的特徴 として,時 に顎骨 の周囲の骨に新 し く骨

が増生 され るこ とが あ ります。 ガー レの骨髄炎 といわ

れ る もの でX線 写真 では層板 状の骨添加 が特徴 的です。

この よ うな顎骨の炎症 は乳 歯のむ し歯のみに起因す る

のでは な く,未 だ乳 歯の 萌出 していない幼 児の歯胚 に

感染 がお こることがあ ります。 原因は補乳 な どによっ

て 口腔粘 膜にで きた傷 な どに よ りおこ るといわれ てお

ります。生 後2ヵ 月の乳 児 の症例 を供覧 しますが,上

顎部 の発赤腫 脹がみ られ る新生 児上顎 炎 と呼ばれて い

る病気 です 。

顎骨の損傷

顎骨骨折 の原因は 交通事故,け んか,転 落 などが挙

げ られ ます。最近 では交通事故 はその大半 を占めてお

り,し か も子供 の骨折が増加 してお ります。X線 写真

では骨の 中を横断 又は縦断す るいわ ゆる骨折線 として

み られ ますか ら,ど の部位に どのよ うな骨折があ るか

を正確 に知 るこ とは治療上重 要 です。 また顎関節部 と

か頬骨に骨折が生 じます と,口 が開か な くなるこ とも

あ ります。5才 の子供 の下 顎骨々折のX線 写真 ですが,

縦 に骨折 線が走 ってお り,顎 骨の偏位の状 態また関節

突起 の骨折 も確認 で きます。

治療 は大 人の場合 にはそれ 程難か し くはないの です

が,子 供 の場 合には顎骨 の中で永久歯が形成 されっつ

あ り,こ れ を傷 つけ ないよ うに しなければ ならな い事

や,固 定の問題 な ど容易 では あ りませ ん。

顎 関節 の疾病

下 顎骨は顎関節 の ところで丁度蝶番の ようになって

お り口を開け た り閉めた りで きるの ですが,子 供の 頃

中耳炎な どにかか ります とこの顎関節の ところに 炎症

が波及 して関節の機能が 障害 され,口 が開か な くな り

ます。 そのため顎骨の発 育が悪 くな り,顔 貌 はオ トガ

イ部が 後退 した よ うないわゆ る鳥貌 を呈す るようにな

ります。X線 写真 でみ ます と,顎 関節 の正常 な形状 が

不 明確 とな り,骨 の増生 によ る関節 の強 直症がみ られ

ます。

この よ うに顎関節 部は顎骨の 発育 に も重要な部位 で

あ り,ま た顎の成長 発育には物 を咬む とい う生理的 な

刺激 も関与す る といわれてお ります ので,む し歯が沢

山あ りよ く物が咬め ない子供 の顎の発育は悪 く,永 久

歯が萌出 して も歯並 びが悪 くなるこ とも考 えられ ます。

腫 瘍 につ いて

子供 の顎骨 に発生す る腫瘍 はそれ程頻度 の高い もの

では あ りませ ん。顎骨 には歯 とい う特別 な器官が存在

して います ので,他 の骨に はみ られない色 々な病気 が

あ ります。歯 はエナ メル質,象 牙質お よびセ メン ト質

か らできてお ります 。これらの歯 を形成す る組織 と関連

して発生 してきます 。例 えば歯 と同 じよ うな組織 を持

ちなが ら歯 とは全 く異な る塊状物 を作 るこ とがあ りま



す。 これは歯牙腫 と呼 ばれてお り,X線 写真では 白っ

ぽ い塊様の もの と して写 し出 され ます。 また ときには

顎骨の 中に空洞の よ うな円 形又は楕 円形の形状 を もっ

たX線 写真 では黒 く抜けた よ うな像が み られ るこ とが

あ りますが,エ ナ メル上皮腫 とか嚢胞性疾患 などが こ

の ような像 を呈 します 。この他 に もレー ス模様 を呈す

る粘液腫 とか,石 け んのあわの よ うに骨 を膨隆 させ て

いる像 など多彩 なパ ターン を示すX線 写真 を供 覧 しま

したが,こ れ らの情 報 を もとにあ る程度病 気の特徴的

な性格 を推 測す るこ とはで きます がや は り正確 な診断

は病理組織学的 な検査 が必要 です。一般 にこの ような

病変 は痛み とか 自覚症状 な どが ない ままに増大 して,

外部 に腫れて きて初 めて分か るこ とが 多いようです。

最近歯科 でも従来 口の中に フイルム を入れて とるX線

撮影か ら,上 下顎骨 を含 めて一枚の フイルムに左右 を

展開 して撮影す るパ ン トモ グラフ ィという方法が導入

されて広 く使 われ るよ うになって きました。このよ う

な 自覚症状の ない疾 患の早期発見 と早期 治療 に役立つ

ことが期待 され ます 。

その他骨に関連す る疾 患は色 々あ りますが骨が異常

に増殖す る1例 を供覧 します。15才 の子供の顔面骨 に

骨の異常 な増殖 がみ られ るもの で,X線 写真では上顎

骨全体 が広範 囲に 白っぽ く写 し出 されてお り,骨 の異

常な増殖 の状態が 把握 で きます 。 この疾 患は線維性骨

異形成症 といいます 。顔 面骨 だけ でな く他の全身の骨

に も発生す る場合 もあ り,一 般に小 児期 に発症 して徐

々に増大 し成人に達す る と発育は静止す る傾 向がある

といわれてお ります。

悪性 の腫瘍 は癌 とか 肉腫 と呼ばれて いるものですが

口腔領域 で も非常 に稀 れ に子供 に発症す るこ とが あ り

ます。 外国では子供 の舌癌 の報告 もあ ります 。ここで

は6才 の女子の 口蓋部 に発生 した横紋筋 肉腫 とい う非

常 に珍 ら しい症 例 を供 覧 します。 口の中を見 ます と口

蓋全体 が腫 脹 して浅 くな り,X線 写真 でみ ます と病変

部 と思 われる周囲の骨が破壊 されて いるのが分か りま

す。 また断層撮影法 とい うあ る断面のみ を浮 き彫 のよ

うに して写 し出す特殊 な撮影法 でみ ます と,さ らに病

変部の情報が明確 に とらえられ ます。

唾液腺の疾患 につ いて

唾液腺の よ うな軟組 織 は歯や骨 の ような硬組織 とは

異な り一般 にX線 検査 の対象 にな りませんが,胃 の透

視 など と同様 な造影法 とい う手法 が用 いられ ます。 こ

れは唾液腺の出 口か ら造影 剤 とい う特殊 な薬 を注入 し

て,唾 液 腺内の造影剤 の分布状 態か ら病気 を診 断す る

もの です 。 口の まわ りには耳下腺,顎 下腺お よび舌下

腺 とい う三つ の大 きな唾液腺が あ り口の 中に唾液 を排

泄 してい ます。 よ く子 供た ちがおたふ く風邪 で両 側の

頬ぺ たが腫れ る ことがあ りますが,こ れは耳下 腺に ビ

ー ルスが感染 してお こ るといわれてお ります
。 また子

供 に よ くみ られ る何 回 も耳下 腺炎 を くり返す再発生耳

下腺 炎 といわれ る もので,造 影撮影 をします と,枯 れ

木に果物 の実 がつ いた様 に造影剤が点状 にみ られ るこ

とが あ ります 。X線 写真 は6才 の 男の子の造影写真で

すが造影剤の分布 の状 態が点状の分布 を しているのが

み られ ます。 これは生 まれつ き耳下腺組織の構造 その

ものに異常 が あって この ような症状 を くり返 し,大 人

にな ると自然に治癒す るといわれてお ります。

この他唾液腺の疾患 には唾石症 とい うのが あ ります。

これ は唾液腺 又はその排泄管 中にカルシウム を主成分

とした石 の様 な ものが で きて唾液の排 出を悪 くす るも

の です。 よ く食事 中な どに顎め下 が腫 れ出すこ とが あ

り,痛 み を伴 ない ます 。耳下腺 よ り顎下腺の方 に多い

のです が,X線 写真 でみ ます と円形の又は細長 い棍棒

様 の ものが写 し出 され ます ので診 断は容易 です。

全身疾 患 と歯 および顎 骨

　歯お よび顎骨 は独 立 した器官ではな く,身 体 の一部

であ りますか ら,全 身的な異常が何 らかの形 で歯 およ

び顎骨 に影 響 して色 々な症状 が生 じて きます。逆に歯

や顎骨 の異常か ら全身的 な異常 を推測す ることも可能

であ ります 。 とくに系統疾 患 といわれ る全身疾 患は現

在約3000ぐ らいが知 られて お りますが,こ の中で歯や

顎骨に何 らか の異常 のみ られ るものは約300ぐ らい と

いわれてお ります。

骨 の発育,骨 化不全 をきたす ビタ ミンD欠 乏症 とい

うのがあ ります。 いわゆる くる病 といわれ る もので,

骨盤 の変 形や 四肢骨 な どの変化が特徴 的ですが,頭 蓋

骨や顎骨 のX線 写真 で も骨全体が うす くなって いるよ

うにみ えます。 また歯は萌 出の遅れ とか,正 常 な歯 が

形成 され ないこ ともあ ります。症 例は17才 の男子 で,

これ と同 じ範疇 に入る疾 患で賢臓の異常 によってお こ

るフ ァンコニー症候群 とい う病 気ですが,同 じよ うに

骨の 異常 と歯の形成 異常がみ られ ます。

歯の形成 異常 と関連 してみ られ る全身疾患の1つ に

骨形成不全症 とい う病 気が あ ります。 これは全 身の骨

の形成が十分 で きず に大腿骨の変形 などによる歩行 困

難 を伴 う疾患 です。歯 では象牙質の形成不全がみ られ



ます。歯には歯髄腔 とい う軟組織である歯髄組織が入

ってい る場所があ り,X線 写真 では黒 くぬけてみ える

の ですが,こ の疾患の歯 のX線 写真をみ ます と、歯髄

腔は全 く消失 して しまって,歯 は 白墨 のよ うです。こ

れは歯の組織の1つ である象牙質の形成の異常に よる

もので,骨 を作 る組織 と象牙質 を作 る組織が同 じ中胚

葉 か ら分化 してい る証拠 で もあ ります。

歯の萌出につ いては前 に も述べ ま したが,全 身的に

色々なホルモンの異常 とか,そ の他の原因で正常 な萌

出が で きず,い つ まで も顎骨 の中に埋伏 しているこ と

が あ ります。 その1例 を供覧 します。X線 写真 でみ ま

す と多数の歯が 萌出す る時期 になって も生 えないで顎

骨の 中に埋伏 してお り,頭 蓋部の写真では後頭骨部に

モザ イ ク様の模 様がみ られ,さ らに胸 の写真 で鎖骨 も

形成 されて いませ ん。 これは鎖骨頭蓋 異骨症 といわれ

る ものです。顎骨の発育 に関連 して上顎か下顎骨のい

づれかに発育異状 がお こ ります と正常 な咬合関係が保

てな くな ります 。 よ く反対咬 合な どとい う言葉 をお聞

きにな った ことがあ る と思 い ます。 この症例は クルー

ゾン病 です が,眼 球 の突 出 と,頭 蓋のX線 写真には波

の ような模様が全体 にみ られ(指 圧痕 といい ます),下

顎 前突が著 明です 。

歯槽骨 の変化 につ いては一般 に子供 の場合 大人のよ

うに歯槽膿漏症の ような骨 の吸収はみ られ ませ んが,

稀 に子供の歯槽骨 の異常 な吸収がみ られ,歯 が動揺 し

て 多数の歯の喪失がみ られ るこ とがあ ります。症例は

17才 の女の子の写真 です。 歯槽骨が異常 に吸収 されて

お り,歯 根 をと りま く骨 は僅 かに しか残 ってお りませ

ん。 この人の場 合全身的 に も手掌足蹠 の過角化症 がみ

られパ ピヨンルへー ベ ル症候群 とい う病気 です。 この

他 好酸球 肉芽腫 な どの場 合 に も歯槽骨の異常 な吸収破

壊 がみ られ るこ とが あ ります。

歯 肉か ら出血 して仲 々止 ま らない時な ど,全 身的な

血液 の病気例 えば紫斑病 とか 白血病な どが疑 われ ます

の で,小 児科 あるいは内科等の専 門医の診察 を受 ける

必要 があ ります。 この ように 口の中には全 身的な疾患

の徴候 が 出現す る場合 もあ ります ので,絶 えずその事

も念頭 にお いて対処すべ きです 。

最 後に放射線 によって歯の形成の 異常がみ られ た1

例 を紹 介 します。症例 は6ヵ 月の幼 児で頬部 に発生 し

た肉腫 に対 して放射線 治療が行 なわれ た もの で,そ の

後良好 な経過 を とりX線 写真 は7才 の時の もの です 。

歯 は数 歯にわた って歯根 の形成 に異常が見 られ,明 ら

か に短 かい歯根は放射線 による影響 といえます。 これ

は放射線 の治療 がお こなわれ た時期 に顎骨の中で永 久

歯が形成 されて いる途 中であ ったためにお こった現象

で,放 射 線障害 と もいえます。 しか しこの場 合病 気が

肉腫 とい う生 命に直接係わ る もので あれば,こ の よ う

な放 射線 障害 は無視 して も命 を救 うこ との方が大事 だ

と思 います。勿論 この よ うな ことは 日常我 々が使用 し

てい るX線 撮影 で使 われ るX線 線量の何千倍 とい う大

量の放射線 によってお こるもので,歯 科 のX線 撮影 で

は決 して このよ うな事 は起こ りませ ん。

ま と め

限 られた時間内 ですべ ての事 を網羅す ることは不可

能 な事 ですが,X線 を通 して,子 供の 口腔の色々な病

気 につ いて,そ の一部 を実際 のフイルム を供覧 しなが

らお話致 しました。

放射線 は よ く諸刃の剣 に喩 えられ ますが,X線 検査

に よって病気 が早 く確実に治療 でき,健 康 な生活 を送

れ る とい う利益 は大 きいのですが,一 方放射線障害 の

問題 もあ ります 。我 々が 日常 のX線 検査 に使用 してい

るX線 の線量 は非常 に少な く,ま た歯 とか顎領域 は生

殖 腺 とか骨髄 な どの重要 臓器 か らは離れているに して

も,人 に対 して絶対 に害 がない とは断言で きませ ん。

放射 線 を使 う我 々は絶 えずその事 を念頭 にお き,ま た

と くに子供は放射線 に対 して感受性が高 い といわれて

お りますので,な るべ く少ない線量 で診断効果の上 る

方法 を取 り入れて いる事 を加 えて,私 の話 を終わ りま

す。


